
豆まきの後は、用意してあった美味しい豆菓子を

食べました♪♪ 

 

こばと作業所回覧板（平成 31年 3月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２月 １日(金)……節分（PM） 

 ２月 ７日(木)……誕生会・職員会議 

 〒959-2664 胎内市柴橋 1320-1 こばと作業所 ℡0254-44-8616 E-mail info@aozora-kobato.com 

                    〒959-2643 胎内市東本町 22-31 こばと作業所 ℡0254-44-8616 

鬼は外 
 福は内 

2 月１日（金）、午後から立春の節分を前に豆まきをしました。 

最初に施設長から豆まきの由来などを説明してもらい、豆まきの始

まりです。 

2 月 14日の終礼時に、こばと作業所より 
バレンタインチョコのプレゼントがありました。 
おいしいチョコをごちそうさまでした。 
 

男性の職員によく似たへんてこな鬼が現れる

と、各テーブルに用意された豆を鬼に向かって皆

さんで投げました。なかなか逃げない鬼でした

が、年男の利用者さんが福の神になり、豆を投げ

見事鬼を退治しました。 

３月の予定 

 ３月 ７日（木）……誕生会・職員会議 

 ３月 11日（月）……ｲｴﾛｰﾚｼｰﾄｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

 ３月 26日（火）……お楽しみ会(PM) 

            

 

 

雑学     互角(ごかく)の「角(つの)」とは何の角か？ 

「互角」とは、互いの実力が同じくらいで優劣のないことを意味しています。 

その「互角」の「角」はもともとある動物の角のことで「互角」の字面からで

はその動物が何かわかりません。「互角」の角は牛の角のことで、古くは「牛

角(ごかく)」と書いていました。「太平記」にも「午角の戦いになりにけり」と

あり、引用文の「牛角」も優劣の差がない、対等という意味です。 

牛の角＝牛角は、左右とも長短･大小の差がありません。そこで優劣の差が

ないことのたとえとして使われたものです。現在では「互角」と書かれている

ため、もともとの意味がわからなくなっています。        八 幡 
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